
1 目的
本県児童生徒の学力や学習の状況等を把握・分析し，児童生徒一人一人の課題を明確

にするとともに，各学校が組織的に学習指導における検証改善サイクルの構築・運用に
取り組むことにより，本県児童生徒の学力向上に資する。

2 調査期日　　

平成２８年４月１９日（火）

3 調査対象　　

　小学校　第４学年，第５学年（国語，算数，理科，質問紙）

4 本校の実施状況

　第４学年　　国語　　３０人　　　算数　３０人　　　理科　３０人

　第５学年　　国語　　２９人　　　算数　２９人　　　理科　３０人

5 留意事項
(1) 本調査は，対象となる学年，実施教科が限られていることや，必ずしも学習指導要領

全体を網羅するものでないことなどから，本調査の結果については，児童が身に付ける
べき学力の特定の一部分であることに留意することが必要となる。

(2) 　本校の傾向等を分かりやすく示すために分類・区分別の平均正答率などを公表した。

(3) 平均正答率の数値は調査結果のすべてを表すものではないため，「本年度の状況」，
「今後の指導の重点」などの分析を併せて記載した。

平成28年11月30日

【調査の概要】

　家庭や地域から「信頼される学校」であるためには，学校の状況や児童の実態を保護者や地域の
方々に十分御理解いただく必要があり，その上で，家庭や地域と一体となって児童を育てることが大
切であると考えています。
　こうした考えから，平成２８年度「とちぎっ子学習状況調査」における本校児童の学力や学習状況
の概要について，以下のとおり公表します。
　また，調査結果は，学習指導の工夫・改善に役立てることが大切ですので，調査結果の分析，指導
の改善策などを併せて掲載します。

 

平成２８年度「とちぎっ子学習状況調査」の結果概要について

宇都宮市立上河内東小学校



宇都宮市立上河内東小学校 第５学年【国語】分類・区分別正答率

★本年度の県，市と本校の状況

本校 市 県

36.9 41.6 37.9

50.0 46.1 46.3

55.4 51.6 49.7

75.4 75.6 74.0

36.9 41.6 37.9

50.0 46.1 46.3

55.4 51.6 49.7

75.4 75.6 74.0

★指導の工夫と改善 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

読むこと

○中心となる語を捉えて読むことができるかを問う
問題では正答率が７８．６パーセントと，県平均を１
８．２ポイント上回っている。
●叙述を基に，登場人物の気持ちを想像して読む
ことができるかを問う問題では正答率が７１．４パー
セントと，県平均を７．２ポイント下回っている。

・物語文を読む学習の際，直接的な表現で書かれてはい
ない，叙述から気もちを想像できるような場面をしっかりと
押さえていく。状況を正しく把握したり想像したりする力を
養わせたい。

伝統的な言語文化
と国語の特質
に関する事項

○ことわざの使い方を問う問題では正答率が９２．９
パーセントと，県平均を１０ポイント上回っている。
●主語と述語との関係を問う問題では正答率が６
０．７パーセントと，県平均を１２．９ポイント下回って
いる。

・主に言語についての学習をするときに，主語や述語と
いった言葉の意味や基本的な文構造を反復して確認する
ことで，意識付けをし定着させていく。

今後の指導の重点

話すこと・
聞くこと

○提案者の役割を理解し，話合いに参加することが
できるかを問う問題では正答率が６０．７パーセント
と，県平均を１．１ポイント上回っている。
●進行に沿った話合いをすることができるかを問う
問題では正答率が０パーセントであった。

・話合いにおける司会の役割を確認し，これからの話合
い活動では司会の進行で進めるということをより意識させ
ていく。

書くこと

○目的に応じて資料の見せ方を工夫することができ
るかを問う問題では正答率が７５パーセントと，県平
均を８．３ポイント上回っている。
●資料と話合いを基に，学級新聞に付け足す文を
記述する問題では正答率が０パーセントであった。

・指定された条件に合った書き方で文を書くという経験を
多くさせる。例えば，国語の学習に限らず算数や理科，社
会の学習の中の振り返りで，授業のまとめを指定した言
葉を用いて書くといった活動を取り入れていく。

分類・区分 本年度の状況
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宇都宮市立上河内東小学校 第５学年【算数】分類・区分別正答率

★本年度の県，市と本校の状況

本校 市 県

74.0 73.6 73.7

51.4 56.2 57.7

64.3 66.5 64.2

50.7 58.4 57.5

44.3 51.7 50.3

64.6 66.1 65.9

59.8 64.0 63.5

★指導の工夫と改善 ,○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

数量関係

○２次元表を読み取り，対象の欄の表す意味を説
明する問題では正答率が８９．３パーセントと，県平
均を７ポイント上回っている。
●２つのグラフを比べ，発言が正しくないわけを説
明する問題では正答率が１４．３パーセントと，県平
均を１０．６ポイント下回っている。

・複数のグラフを比較し，「多い」「少ない」という数値だけ
ではなく，それぞれの変化や関係性など詳しく読み取る力
を身に付けさせたい。グラフの読み取りの観点を示した
り，読み取ったことを整理して文章で説明する活動を取り
入れたりしていきたい。

量と測定

○教室にある黒板のおよその面積を推測する問題
では正答率が５３．６パーセントと，半数以上が面積
の見当を付けることができている。
●正方形のタイルの面積を求める問題では正答率
が５３．６パーセントと，県平均を１０．２ポイント下
回っている。

・面積の理解が不十分であると考えられるので，面積の
公式を機械的に覚えるだけでなく，その公式の意味を考
えながら理解させるような指導の工夫をしていく。

図形

○残りの１面を加えて，立方体の展開図を完成させ
る問題では正答率が８９．３パーセントと，県平均を
７ポイント上回っている。
●ひし形を対角線で分けた図形が二等辺三角形に
なる理由を答える問題では正答率が２５パーセント
と，県平均を５．８ポイント下回っている。

・図形の特徴や対角線の性質を一つ一つしっかりと理解
させていくよう指導の工夫を図る。目で見るだけでなく，実
際に作図するなどの体験的な活動を通して理解を深めさ
せたい。

分類・区分 本年度の状況 今後の指導の重点

数と計算

○３位数×２位数の計算をする問題では正答率が８
２．１パーセントと，県平均を１１．３ポイント上回って
いる。
●買い物の場面で，１つの式に表し，おつりを求め
る問題では正答率が１７．９パーセントと，県平均を
１３ポイント下回っている。

・文章問題や図などを使って考える応用力が必要な問題
については，初めから諦めてしまう傾向があるため，問題
をよく読んで深く考えさせる習慣を身に付けさせたい。
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宇都宮市立上河内東小学校 第５学年【理科】分類・区分別正答率

★本年度の県，市と本校の状況

本校 市 県

50.1 53.7 52.5

60.0 64.9 64.3

50.6 54.7 53.4

41.4 50.8 50.3

62.5 65.7 64.9

★指導の工夫と改善 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

生命・地球

○金魚鉢に入っていた水が減った理由を説明する
問題では正答率が７９．３パーセントと，県平均を
８．２ポイント上回っている。
○月は１日のうち，東から西へ動くことが分かるかを
問う問題では正答率が８９．７パーセントと，ほぼ９
割の児童が月の動きを理解している。
●星座早見の持ち方や使い方が分かるかを問う問
題では正答率が２７．６パーセントと，県平均を１４．
２ポイント下回っている。
●人の背中や手が丸く曲げられる理由を説明する
問題では正答率が３１パーセントと，県平均を１２．
２ポイント下回っている。

・星座早見の使い方については全体として確認する必要
がある。
・根拠を明確にして自分の考えを書くことが苦手な児童が
多いと考えられるので，日々の授業の中で自分の考えを
表現する機会を増やしていく。

分類・区分 本年度の状況 今後の指導の重点

物質・エネルギー

○電池の数やつなぎ方とモーターのまわり方を関係
付ける問題では正答率が６２．１パーセントと，県平
均を１２．３ポイント上回っている。
○水から氷になるとき，体積が大きくなることが分か
るかを問う問題では正答率が６９パーセントと，県平
均を１１．２ポイント上回っている。
●空気は熱せられると上方へ移動することが分か
るかを問う問題では正答率が４１．４パーセントと，
県平均を２３．１ポイント下回っている。
●空気入れを押したときに水が噴き出す理由を考
察する問題では正答率が４８．３パーセントと，県平
均を１６．７ポイント下回っている。

・理科で学んだことを日常の様々な事象と関連付けて捉
えることができるよう，折に触れて取り上げる。
・考察や推測，理由を説明することが苦手な児童が多くみ
られるので，授業の中でも発言させたり，自分の言葉でま
とめさせたりしながら理解を深めることができるようにす
る。
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宇都宮市立上河内東小学校 第５学年児童質問紙調査

★傾向と今後の指導上の工夫 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

○「自然や宇宙など，科学の内容を扱っているテレビを見たり本を読んだりするのは好きだ。」という問いに対して肯定的な回
答をしている児童の割合が９６．６パーセントと，県平均を２４．４ポイント上回っている。また，「理科の授業の中で学習したこと
を普段の生活の中で活用できないかを考えている。」という問いに対して肯定的な回答をしている児童の割合は８９．７パーセ
ントと，県平均を２１ポイント上回っている。このことから，本校児童は理科の学習に対して前向きな印象をもっていることが分
かる。
●「授業で分からないことがあると，先生に聞くことができる。」という問いに対して肯定的な回答をしている児童の割合が５８．
６パーセントと，県平均を１３．３ポイント下回っている。また，「友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意である。」と
いう問いに対して肯定的な回答をしている児童の割合は４８．３パーセントと半数以下である。このことから，本校児童は分から
ないことや分からないことを聞くことが恥ずかしいと捉えている割合が多いと考えられる。そのため，半数以上の児童が意見を
発表することが苦手と感じているのではないか。児童に分からないことは特別なことではなく，それを分かるようにしたりできる
ようにしたりすることが勉強なのだということを継続して指導していきたい。


